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救急病院の救急搬送受け入れ件数（1施設あたり）

単位：件/年2017年

全国八重山宮古南部中部北部沖縄県

1,4041,0071,4392,4734,7251,6592,620

2025年 県立北部病院 3,741



救急病院の時間外等受診者数（1施設あたり）
単位：人/年2017年

全国八重山宮古南部中部北部沖縄県

3,9407,4856,62412,04820,3867,88312,403

2025年 県立北部病院 9,979



沖縄県立北部病院（2025年1月～12月）
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休日夜間急患センターの現状
平成23年



在宅当番医制の現状
平成23年



救急車の年間受入件数2000件以上の医療機関（2021年4月～2022年3月）

病床数は休棟中等含む計、医師数は常勤換算。「救急車の受入件数」の単位は（件）、「病床数」は（床）
、「100床当たり医師数」は（人）。「※」は三次、二次救急の実施ありの場合。

2022年度病床機能報告,地域構想, 厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000080850.html



北部12市町村運航実績（2007-2018年）
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玉城佑一郎：離島医療の安全・安心をサポートする民間航空医療（NPO法人メッシュ・サポート）の取り組み．
第14回 防災・環境シンポジウム 沖縄, 2020



北部12市町村運航実績（2020-2022年）
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北部12市町村運航実績（2020-2022年）
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沖縄県疾患別救急搬送

症例数：42891例
脳疾患2878人（6.71%）

心疾患3785人（8.82%）

消化器系4627人
（10.79%）

呼吸器系5965人
（13.91%）

精神系1432人（3.34%）

感覚系2249人（5.24%）泌尿器系2052人（4.78%）

新生物549人（1.28%）

その他11906人
（27.76%）

症状・兆候・診断名
7448人（17.36%）

第7次沖縄県医療計画 第5章 医療施策 2022年5月



脳神経
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現場出動（2007年度～2018年度）
現場合計：692件

現場出動：内因性（358件） 現場出動：外因性（334件）

玉城佑一郎：医療専用民間航空機 (多目的ヘリコプターと固定翼機) 利用による沖縄本島北部・離島における医療格差の改善を図る取り組み．へ
き地・離島救急医療学会誌 20 16-25, 2022



転院（2007年度～2018年度）

転院搬送合計：611件（離島診療所から転院：572件）

転院：内因性（491件） 転院：外因性（120件）
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き地・離島救急医療学会誌 20 16-25, 2022



脳神経血管疾患（内因・外因・疑い含む）の
北部医療圏から中南部各医療機関への搬送件数
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Take home message
• 北部医療センター統合の際には年間の救急受け入れ件数は約7,000件以上になると思われる。

• 北部医療圏から中南部医療圏に搬送する内因性疾患は脳神経血管疾患が多い（北部の総合病

院に脳神経専門医が不在が理由）。

• 脳神経血管疾患は、早期治療介入（脳梗塞の場合、発症から4時間半以内が治療目標）が重

要であり、治療可能な中南部医療圏が北部地域にとって重要な役割を果たしている。


